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III. 製品の保存 
Vero-F 細胞：液体窒素タンクの気相に保管 
SeV Packaging Mix：-20℃保存で6ヶ月以内に使用 
pSeV(MHN)mEmerald Vector：-20℃保存で6ヶ月以内に使用 
pSeV Vector：-20℃保存で6ヶ月以内に使用 
 
保存期間は手元に届いてからの期間です。 
Vero-F 細胞は到着後に速やかに培養を開始してください。直ぐに培養を開始しない場合は、液体
窒素タンクの気相に保管してください。-80℃での保管は細胞の生存率に悪影響を及ぼす可能性
があります。 

 
IV. その他必要な試薬等（Starter Pack には Vero-F 細胞が含まれています） 
A. SeV の力価測定に必要な細胞株 
 ・Vero 細胞 
Vero 細胞（JCRB 細胞バンク、JCRB0111）は接触阻害を起こすため、力価測定に適していま
す。 
 
B. 試薬類 
・トランスフェクション試薬* （下記のいずれか） 
 ViaFect™ Transfection Reagent（プロメガ：製品コード E4981） 
 TransIT®-2020 Transfection Reagent（タカラバイオ：製品コード MIR5400） 
 TransIT®-Lenti Transfection Reagent（タカラバイオ：製品コード MIR6604） 
 
*Vero-F 細胞へのトランスフェクション効率がSeVのパッケージングに影響します。 
mEmerald を同時搭載したpSeVベクタープラスミドを用いることで、力価測定や感染効率の評
価が容易になります。 
 
 
C. 培地類 
・FBS 
・E-MEM（富士フイルム和光純薬：製品コード 051-07615） 
・MEM非必須アミノ酸溶液（x100）（富士フイルム和光純薬：製品コード 139-15651） 
・ITS-X サプリメント（x100）（富士フイルム和光純薬：製品コード 094-06761） 
・0.25 %トリプシンEDTA溶液（富士フイルム和光純薬：製品コード 209-16941） 
・Opti-MEM®（サーモフィッシャーサイエンティフィック：製品コード 31985062） 
・トリプシン（2.5g/L）（ナカライテスク：製品コード 35555-54） 
・トリプシン阻害剤：合成トリプシン中和溶液（細胞科学研究所：製品コード 1220） 
・D-PBS(-)（ナカライテスク：製品コード 14249-95） 
・7.5% BSA溶液（富士フイルム和光純薬：製品コード 012-23881） 
 
D. 器具・装置 
・細胞培養プレート（12well）、 
・付着性細胞用フラスコ 25cm2, ベントキャップ 
・滅菌チューブ、ウイルス液凍結保存用バイアル 
・細胞培養に必要な一般的設備 
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V. SeV ベクター作製の手順 
 
1. pSeVベクタープラスミドへの目的遺伝子のクローニング 
  ↓ 
2. 1.でクローニングしたpSeVベクタープラスミドの調製 
  ↓ 
3. Vero-F 細胞の播種（Vero-F 細胞はトランスフェクション当日にコンフルエントになるよ

うに前日に播種*） 
*Vero-F 細胞のトランスフェクション効率を高めるためです。 

  ↓ 
4. pSeVベクタープラスミド、およびSeV Packaging Mix の Vero-F 細胞へのトランスフ

ェクション（37℃培養） 
  ↓ 
5.  トランスフェクション翌日にトリプシン（終濃度 2.5µg/mL）を添加した無血清培地で

培地交換（32℃培養） 
（毎日トリプシン添加無血清培地で培地交換） 

  ↓ 
6. SeVベクター上清の回収（トランスフェクションから3～4日後） 
  ↓ 
＜以下は拡大産生の手順＞ 
7. SeV ベクターの拡大産生（Vero-F 細胞に感染し、トリプシン添加無血清培地で培地交換

（32℃培養） 
  ↓ 
8. SeVベクター上清の回収（種ウイルス*感染から2～4日後） 

*種ウイルス： SeV ベクターの拡大産生に用いた複製元の SeV ベクターを含む培養上清
のことです。 
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VI. pSeV ベクタープラスミドへの目的配列のクローニング 
重要 1：センダイウイルスを含むパラミクソウイルスのゲノムはゲノム塩基の総数が 6の倍数で
なければ複製することができません。このパラミクソウイルスの性質は rule of 6 と呼ばれてい
ます。例えば、センダイウイルスの野生株は15384塩基（6の倍数；6x2564）ですが、その前
後の 15383、15385 塩基や、3 の倍数であっても 6 の倍数でない 15381 塩基では、ゲノムの
複製を行えなくなります。下記mEmerald の例を参考に塩基長を調整してください。塩基長の調
整は本来の終止コドンの後ろに終止コドンを加えるなど任意の塩基を追加することで調整可能で
す。 
 
重要 2：センダイウイルスの転写にはRNA依存性RNAポリメラーゼが用いられ、EIS 配列とい
う独自の制御配列が必要です（EIS：転写終止配列（9塩基）、介在配列（3塩基）、転写開始配列
（10塩基））。搭載遺伝子の下流に22塩基からなるEIS配列（TAAGAAAAACTTAGGGTGAAAG）
を必ず付加してください。EIS 配列を挟むことで複数遺伝子の同時搭載も可能です。A、B、Cの
3 種類の遺伝子を搭載する場合は A-EIS-B-EIS-C-EIS のように配列を準備してください。搭載遺
伝子からのタンパク質の翻訳には EIS 配列とは別に開始コドンと終止コドンが必要です。EIS 配
列で挟む遺伝子毎に開始コドンと終止コドンがあることを確認してください。これらの遺伝子発
現量はA＞B＞Cの順になります。 
 
重要 3：pSeVベクタープラスミドへのクローニング位置はN遺伝子の手前の+（プラス）位やP
遺伝子とM遺伝子の間の PM位、HN遺伝子と L遺伝子の間のHNL位と後ろに搭載するに従っ
て発現量が低下します。+位に搭載することで最も発現量が向上しますが、P遺伝子の前に長い遺
伝子を配置するとセンダイウイルスの複製に影響を与えます。2千塩基以上を搭載する場合はPM
位に搭載してください。遺伝子発現を抑えたい場合はHNL位に搭載してください。 
 
補足 1：センダイウイルス搭載遺伝子にもコザック配列（Kozak sequence）やコドンの最適化
が有効です。ポリA配列は不要です。 
 
補足 2：搭載遺伝子の塩基配列内に EIS 配列（特に転写終止配列）と類似の配列*1がある場合や
フレームシフトを生じやすい配列*2が存在する場合はサイレント変異を導入してください。例え
ば搭載遺伝子内にリジンをコードする A の連続 AAA/AAA が存在する場合は AAG/AAA や
AAG/AAGなどのようにサイレント変異を導入してください。サイレント変異の導入により、SeV
ベクターの産生効率や転写効率の低下を避けることができます。 
 
*1）SeVの転写終止配列はTAAGAAAAAですが、WAHVAAAAAも終止配列として機能する可
能性があります（W：A or T、H：A or T or C、V：A or C or G）。 
*2）X/XXZ/ZZN のような配列がフレームシフトを生じやすい配列です。フレームシフトを生じ
る具体的な例として A/AAA/AAG 配列があります。この A/AAA/AAG 配列は SeV の配列中 P
遺伝子のみに存在し、RNA 編集により P タンパク質とは読み枠の異なる V タンパク質が翻訳さ
れます。 
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目的遺伝子の設計例（rule of 6 に従った設計）： 
1）+位に搭載する場合は BamHI 配列から EIS 配列を含んで NotI 配列までの塩基数が 6n+8 に
なるように設計してください。 

 
2）PM 位に搭載する場合は AgeI 配列から EIS 配列を含んで NheI 配列までの塩基数が 6n にな
るように設計してください。 

 
3）HNL位に搭載する場合はSacI 配列からEIS 配列を含んでMfeI 配列までの塩基数が6n+3に
なるように設計してください。 

 
4）下記の例の様に 5’側に SacI、AgeI、BamHI を配置し、EIS 配列の後ろ 3’側に NotI、NheI、
MfeI を配置することで、+位、PM位、HNL位のどの位置にも挿入可能な配列の設計もできま
す。 

 
※搭載遺伝子の長さが 2 千塩基未満で発現量を優先する場合は+位へ搭載してください。2 千塩
基以上の場合は PM 位へ搭載してください。発現量を抑えたい場合は HNL 位に搭載してくださ
い。発現量を考慮しない場合はPM位が推奨搭載位置となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  目的遺伝子の設計例 

緑字が搭載遺伝子の配列をATGと TAAは搭載遺伝子の開始コドンと終始コドンを示す。 
上記ATGからTAAまでは720塩基と6の倍数（6n）であり、目的遺伝子が6n+3の場合は任意の
3 塩基（例えば終止コドン）を追加することで 6n となるように調整する。PM 位に搭載する場合は
AgeI からNheI までが6nとなるように調整する。 

 
 
 
 
 
 
 

GAGCTCACCGGTGGATCCGCCACCATGGTGAGCAAGGGCGAGGAGCTGTT
CACCGGGGTGGTGCCCATCCTGGTCGAGCTGGACGGCGACGTAAACGGCC
ACAAGTTCAGCGTGTCCGGCGAGGGCGAGGGCGATGCCACCTACGGCAAG
CTGACCCTGAAGTTCATCTGCACCACCGGCAAGCTGCCCGTGCCCTGGCCCA
CCCTCGTGACCACCTTGACCTACGGCGTGCAGTGCTTCGCCCGCTACCCCGA
CCACATGAAGCAGCACGACTTCTTCAAGTCCGCCATGCCCGAAGGCTACGTC
CAGGAGCGCACCATCTTCTTCAAGGACGACGGCAACTACAAGACCCGCGCC
GAGGTGAAGTTCGAGGGCGACACCCTGGTGAACCGCATCGAGCTGAAGGG
CATCGACTTCAAGGAGGACGGCAACATCCTGGGGCACAAGCTGGAGTACAA
CTACAACAGCCACAAGGTCTATATCACCGCCGACAAGCAGAAGAACGGCATC
AAGGTGAACTTCAAGACCCGCCACAACATCGAGGACGGCAGCGTGCAGCT
CGCCGACCACTACCAGCAGAACACCCCCATCGGCGACGGCCCCGTGCTGCT
GCCCGACAACCACTACCTGAGCACCCAGTCCAAGCTGAGCAAAGACCCCAA
CGAGAAGCGCGATCACATGGTCCTGCTGGAGTTCGTGACCGCCGCCGGGAT
CACTCTCGGCATGGACGAGCTGTACAAGTAATGACCCTGACTGCGTAAGAAA
AACTTAGGGTGAAAGGCGGCCGCTAACGTCAACGCTAGCTGACAATTG

SacI AgeI BamHI Kozak配列

MfeINheINotIEIS
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pSeV ベクタープラスミドの構築 
標準的なクローニング方法を用いて目的の遺伝子を pSeV ベクタープラスミドに挿入してくださ
い。In-Fusion® Snap Assembly Master Mix（タカラバイオ：製品コード 638947）などのシ
ームレスクローニングキットを用いることができます。コンピテントセルは DH5α など形質転
換効率の高いコンピテントセルを使用してください。プラスミドは NucleoSpin® Plasmid 
Transfection-grade（タカラバイオ：製品コード 740490.50）などトランスフェクショングレ
ードで調製してください。プラスミドにエンドトキシンが混入するとトランスフェクション効率
が低下します。 
 
 
 
+位の配列：CAAAGTATCCACCCTGAGGAGCAGGTTCCAGACCCTTTGCTTTGCTGCCAAAGTTCACGGATCCACGG
TTGCTAGAGCGGCCGCAGATCGTCACGATGGCCGGGTTGTTGAGCACCTTCGATACATTTAGCTC 
 
 
PM位の配列：GCATCCTACCATCCTCAGTCATAGAGAGATCCAATCTACCATCAGCATCAGCCAGTAAAGATTAAGAA

AAACTTAGGGTGAAAGGACCGGTTCCTAAGCTAGCGCAATGGCAGACATCTATAGATTCCCTAAGTTCTCTTATGAGG

ATAACGGTACTGTGGA 
 
 
HNL 位の配列：TCTCTCAGTCTCTTACGTCTCTCACAGTATTAAGAAAAACCCAGGGTGAATGGAGCTCTAGCAATT
GGTCATGGATGGGCAGGAGTCCTCCCAAAACCCTTCT 
 
 
 
NNNNNNNNNNNNNNN枠：シームレスクローニングに必要なオーバーラップ配列の例 
 
 
 
+位に目的遺伝子（EmGFP）をシームレスクローニングする際に用いるプライマーの例 
※目的遺伝子の設計例（rule of 6 に従った設計）に従いつつ、Rev primer に EIS 配列を含める
必要があります。 
Fwd primer：TGCCAAAGTTCACGGATCCGCCACCATGGTGAGCAAG 
Rev primer：TCGTGACGATCTGCGGCCGCCTTTCACCCTAAGTTTTTCTTACGTCAGGGTTATCATTACTTGTACAGCT
C 
 
 
PM位に目的遺伝子（EmGFP）をシームレスクローニングする際に用いるプライマーの例 
Fwd primer：AGGGTGAAAGGACCGGTGCCACCATGGTGAGCAAG 
Rev primer：ATGTCTGCCATTGCGCTAGCCTTTCACCCTAAGTTTTTCTTACGTCAGGGTTATCATTACTTGTACAGCTC 
 
 
HNL位に目的遺伝子（EmGFP）をシームレスクローニングする際に用いるプライマーの例 
Fwd primer：ACCCAGGGTGAATGGAGCTCGCCACCATGGTGAGCAAG 
Rev primer：TGCCCATCCATGACCAATTGCGCCTTTCACCCTAAGTTTTTCTTACGTCAGGGTTATCATTACTTGTACAG
CTC 
 
 
 

BamHI 

NotI 

AgeI NheI 

SacI MfeI 

→N遺伝子 

→M遺伝子 

→L遺伝子 
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pSeV ベクタープラスミドの配列確認 
挿入した配列の確認には以下のプライマーを用います。 
 
+位 
Fwd primer：CAAAGTATCCACCCTGAGG 
Rev primer：GAGCTAAATGTATCGAAGGTGC 
 
PM位 
Fwd primer：GCATCCTACCATCCTCAGTC 
Rev primer：TCCACAGTACCGTTATCCTC 
 
HNL位 
Fwd primer：TCTCTCAGTCTCTTACGTCTC 
Rev primer：AGAAGGGTTTTGGGAGGAC 
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VII. SeV ベクターの産生 
 
VII-1. Vero-F 細胞の播種 

Vero-F 細胞にトリプシンEDTAを用いて剥離後、12ウェルプレートに3x105 cells/well で複数
ウェルに播種し、5％CO2インキュベーター内で37℃にて培養する。 
（培地には10%FBS含有 E-MEM培地を使用してください。また、Vero-F 細胞のトランスフェ
クション効率を高めるため、Vero-F 細胞はトランスフェクション当日にコンフルエントになるよ
うに前日に播種してください。SeVベクターの産生時はG418を使用しないでください。） 
 

VII-2. pSeV ベクタープラスミドおよび Packaging Mix の Vero-F 細胞へのトランスフェクシ
ョン 

細胞播種翌日、pSeVベクタープラスミドおよびPackaging Mix を VII -1.で播種した細胞にトラ
ンスフェクション。 
トランスフェクション試薬はViaFect™、TransIT®-Lenti、TransIT®-2020が使用可能です。 
（上記の3つのトランスフェクション試薬を用いて条件を最適化済み） 
 
1. トランスフェクション試薬を室温に戻し、使用前にボルテックスで混合する。 
2. 225µL の Opti-MEM®に 1µg（0.2～1µg/µL の濃度）の pSeV ベクタープラスミドおよび

10µLの Packaging Mix を加え、ボルテックスで混合する。 
3. 2.に 5µLのトランスフェクション試薬（上記いずれかの試薬の場合）を添加後、穏やかにピ

ペッティングして混合し、トランスフェクション試薬の説明書に従って室温で静置する。 
4. 前日に播種したVero-F 細胞の培地を500µL の 10%FBS含有 E-MEM培地に交換後、3.の

混合液を滴下し、5％CO2インキュベーター内で37℃にて培養する。 
 

VII-3. 培地交換 
無血清E-MEMの調製：無血清E-MEMには1倍量の ITS-X および1倍量の非必須アミノ酸を添
加する。 
2.5µg/mL トリプシン含有の無血清 E-MEM の調製：2.5g/L トリプシン溶液を終濃度が
2.5µg/mLになるように無血清E-MEMに添加する（1/1000希釈）。2.5µg/mLトリプシン含有
の無血清E-MEMは用時調製を行う。 
 
トランスフェクション翌日に、細胞を 700µL の無血清 E-MEM で 2 回洗浄後、700µL の
2.5µg/mLトリプシン含有の無血清E-MEMで培地交換し、32℃に設定した5％CO2インキュベ
ーターに移し、培養する。 
トリプシン含有の無血清 E-MEM の培地交換はウイルス上清を回収する前日まで毎日行う。2 日
目以降は無血清E-MEMでの洗浄は不要。 
SeVベクターを回収するまで、32℃に設定した5％CO2インキュベーターで培養を行う。 
 

VII-4. SeV ベクターの回収 
1. トランスフェクションから72時間～96*時間後にSeVベクターを含む培養上清を回収する。 
2. 回収した培養上清に1%になるようにBSA溶液を加えて2380gで 3分間遠心後、上清を回

収し、これをSeVベクターとする。調製したSeVベクターは急速凍結後に-80℃で長期間保
存することができる。 
（回収した SeV ベクターには 2.5µg/mL トリプシンが含まれています。無血清培養の細胞
に感染させる場合には合成トリプシン中和溶液（終濃度0.1%で添加）か FBS（終濃度0.01%
で添加）を用いて中和してください。） 

 
*搭載遺伝子長が長い場合（例えば4千塩基以上）はSeVの複製に時間がかかるため、96時間な
ど遅いタイミングでの回収が必要になります。通常は 72 時間程度で回収します。mEmerald を
同時搭載している場合はウェル全体に mEmerald 陽性の細胞が広がるタイミングで回収を行っ
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てください。mEmerald を同時搭載していない場合は後述の赤血球凝集活性（HAU）陽性のタイ
ミングで回収を行ってください。 
 

VII-5. SeV ベクターの拡大産生 
VII-4.で回収した SeV ベクターは細胞培養フラスコに拡大培養した Vero-F 細胞に植え継ぎ感染
することでSeVベクターの回収量を拡大することができます。SeVベクターの拡大産生は32℃
に設定した 5％CO2インキュベーターで行ってください。週末に感染翌日から培地交換が行えな
い場合は隣のウェルに上清を感染させることで週末を越すか、ウイルス上清を急速凍結すること
で、任意のタイミングで拡大することができます。週末に隣のウェルの Vero-F 細胞に植え継ぎ
感染を行った場合は、週明けに無血清E-MEMを用いて2回洗浄後、2.5µg/mLトリプシン含有
の無血清E-MEMに培地交換し、その翌日にT25フラスコのVero-F 細胞への植え継ぎ感染が行
えます。SeVベクターの産生時はG418を使用しないでください。 
 
1. Vero-F 細胞はSeVベクターを感染する3日前にT-25フラスコに3x106 cells/T25フラス

コで播種し、5％CO2インキュベーター内で37℃にて培養する。SeVベクターを感染する前
日に培地交換を行う。SeV ベクターの産生量を増やすため、T-25 フラスコ内の細胞は可能
な限り高密度にする。 

2. 高密度になるように T25 フラスコで培養した Vero-F 細胞に SeV ベクターを感染させ、
32℃で培養する。（SeV感染から24時間後に100%感染させる。目安としてT25フラスコ
に1x107CIU～2x107CIU、もしくは後述の赤血球凝集活性（HAU）で2～4HAUの SeVを
感染。） 

3. 感染翌日に無血清E-MEM で洗浄後、2.5µg/mLトリプシン含有の無血清E-MEM培地に交
換し、32℃で培養する。その後、トリプシン含有の無血清E-MEMの培地交換をウイルス上
清回収まで毎日行う。 

4. SeV感染から48時間～96*時間後にSeVベクターを含む培養上清を回収する。 
5. 回収した培養上清に1%になるようにBSA溶液を加えて2380gで 3分間遠心後、上清を回

収し、これを SeV ベクターとする。調製した SeV ベクターは-80℃で長期間保存すること
ができる。 
 
培養スケールを拡大することでSeVベクターの回収量をさらに拡大できます。 
 

*搭載遺伝子長が長い場合（例えば4千塩基以上）はSeVの複製に時間がかかるため、96時間な
ど遅いタイミングでの回収が必要になります。搭載遺伝子長が 3千塩基未満で、植え継ぎ感染時
のSeV力価が十分に確保されている場合は（後述の赤血球凝集活性（HAU）で2HAU以上の種
ウイルスを感染する場合）、48～72時間程度で回収できます。 
 
 

VIII. SeV ベクターの凍結保存と解凍 
SeVベクターの凍結保存には急速凍結が適しています。液体窒素や超低温槽などで予冷した金属
チューブラックを用いることで速やかな凍結が行えます。SeVベクターに1%BSAを添加するこ
とで、保存安定性が向上します。 
SeVベクターは凍結融解を繰り返すと力価が低下します。 
急速凍結を行った SeV ベクターの解凍方法は凍結細胞の解凍方法と同様に急速解凍を行います。
凍結チューブを37℃のウォーターバスに浸し、速やかに解凍、解凍されきる直前でウォーターバ
スからチューブを取り出し、余熱による解凍後、使用するまで氷上に置きます。 
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b. Vero 細胞を用いた抗 SeV 抗体陽性細胞を指標とする生物学的力価測定方法 
一次抗体：Anti-Sendai virus Rabbit pAb IgG（レプリテック：製品コード A-0100） 
二次抗体：任意の蛍光色素で標識された抗ウサギ IgG ヤギ抗体（例えば Goat Anti-Rabbit IgG 
H&L (Alexa Fluor® 594) preadsorbed（アブカム：製品コード ab150084）） 
ブロッキング用血清：ヤギ血清（メルク：製品コード G9023-10ML） 
（ブロッキング用の血清は二次抗体のホスト動物種と同種の血清を使用） 
 
1．96 ウェルプレートにコンフルエントになるように Vero 細胞を準備する。Vero 細胞は SeV
ベクターを感染する3日前に2x104 cells/well で播種する。 

 
2．力価測定に用いる SeV ベクターを含んだ培養上清は遠心操作などを行い、細胞の混入を避け
る。 

 
3．0.5% BSAが含まれる EMEMを用いてSeVベクターを10倍毎に段階希釈を行い、100万
倍程度までの希釈系列を調製する。 

 
4．96 ウェルプレートに準備した Vero 細胞に各 100µL の希釈系列を感染させ、感染予定温度*
（例えば37℃）に設定した5％CO2インキュベーター内で培養する。 
*SeVベクターの感染予定温度が32℃の場合は32℃での力価測定が必要です。 

 
5．3日後の96ウェルプレートを4%PFAやホルムアルデヒドなどの細胞固定試薬を用いて固定
する。 

 
6．抗 SeV抗体であるAnti-Sendai virus Rabbit pAb IgGを用いて免疫染色を行う。一次抗体
（Anti-Sendai virus Rabbit pAb IgG）は 5%ヤギ血清、0.1% TritonX-100/PBSで 500倍
希釈し、37℃で 1時間反応させる。二次抗体はGoat Anti-Rabbit IgG H&L (Alexa Fluor® 
594) preadsorbedを 5%ヤギ血清、0.1% TritonX-100/PBSで 1000倍希釈し、遮光後、
室温で1時間反応させる。 

 
7．mEmerald を用いた方法と同様に抗SeV抗体陽性細胞数を指標にCIUを算出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図6  Anti-Sendai virus Rabbit pAb IgG を用いたSeV感染細胞の免疫染色の例 
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X. SeV ベクターの濃縮 
SeVベクターの濃縮方法として限外ろ過濃縮やPEG濃縮が行えます。 
それぞれの説明書に従ってください。濃縮操作を行う前にSeVベクター培養上清液の遠心操作な
どを行い、細胞の混入を避けてください。 
 
限外ろ過濃縮：Amicon®ウルトラ-15 50kDa（Millipore：製品コード UFC905024）などの限
外ろ過メンブレンを用いてSeVベクター培養上清の濃縮が行えます。限外ろ過メンブレンにはグ
リセリンが含まれています。事前にPBSなどを用いて予洗いしてください。限外ろ過を行う前に
SeVベクター培養上清にBSAを添加しないでください。 
 
PEG濃縮：レンチウイルス濃縮用に販売されているLenti-X™ Concentrator(タカラバイオ：製
品コード 631231)や PEG-it™ Virus Precipitation Solution (フナコシ：製品コード LV810A-
1)を用いて濃縮が行えます。それぞれの説明書に従って濃縮操作を行ってください。 
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XIII. 関連製品 
 
  SeVベクタープラスミド 
    pSeV Vector（レプリテック：製品コード G-0010） 
    pSeV(MHN)mEmerald Vector（レプリテック：製品コード G-0011） 
 
  SeVベクターPackaging Mix 
    SeV Packaging Mix（レプリテック：製品コード M-0001-10） 

（12well plate サイズで1well x10 回分） 
 
  SeVベクターパッケージング細胞 
    Vero-F（レプリテック：製品コード C-0001） 
 
  抗 SeV抗体 
    Anti-Sendai virus Rabbit pAb IgG（レプリテック：製品コード A-0100） 
 
  SeVのリアルタイムPCR用製品 
    SeV Primer/Probe Mix with Standard（レプリテック：製品コード QS-0100-200） 
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XIV. 使用上の注意 
・本製品の使用には文部科学省の定める省令(「研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の 第二種
使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令」平成16年文部科学省・環境省令第1
号)にあるP2レベル以上の施設が必要です*。  
 
・本製品を使用する際は、法令および所属機関内の組換えDNA実験の安全委員会の指示に従い、
安全に十分注意してください。 
 
・必ず安全キャビネットを使用してください。 
 
・エアロゾルの発生を最小限にとどめるように心がけて操作を行ってください。 
 
・本製品の使用によって生じたいかなる事故、損害についても、弊社では責任を負いかねます。 
 
・本製品は研究用試薬です。臨床目的、体外診断目的に使用することはできません。 
 
・商用利用を希望する場合は個別にライセンス契約が必要です。 
 
 
 
 
*センダイウイルスの実験分類はクラス2です。本製品を使用する際は「遺伝子組換え生物等の使
用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律（カルタヘナ法）」、関連法令、および所属機
関内の安全委員会の指示に従ってください。組換えウイルスの保管、運搬についても法令を順守
してください。研究開発二種省令の詳細は文部科学省研究振興局ライフサイエンス課のホームペ
ージを確認してください。 
https://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/anzen.html#kumikae 
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